
医療間題懇談会が発足

医療体制の確立めざす

ことしは日本国憲法・地

方自治法施行30周年です

なかに生かそう

一
宇
治
市
で
は
、
四
月
二
十
五
日
に
宇
治
市
医
療
問
題
懇
一

一
談
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

健
康
を
守
る
た
め
に
、
い
ま
強
く
望
ま
れ
て
い
る
休
日
や

夜
間
、
あ
る
い
は
救
急
時
に
お
け
る
医
療
体
制
の
確
立
を

は
じ
め
、
保
健
医
療
全
般
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る
も
の
で

す
。

憲法を暮らしの

心
と
か
ら
だ
を

き
た
え
健
康
を

増
進
し
ま
し
ょ
う

（
宇
治
市
民
憲
草
か
ら
）

し
い
と
い
う
請
願
が
提
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
宇
治
市
で
は
、
。
市
民
の

暮
ら
し
と
健
康
を
守
る
‘
と
い
う
施
政

の
基
本
方
針
か
ら
、
各
界
の
代
表
者
で

組
織
す
る
医
療
問
題
懇
談
会
の
設
置
を

前
市
長
時
代
か
ら
進
め
て
き
た
も
の
で

夜
間
診
療
な
ど
検
討
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は
わ
ず
か
三
病
院
だ
け
で
す
。
そ
の
う

Ｉ
る
た
め
、
市
議
会
で
救
急
医
療
問
題
が

一
割
訓
難
引
乙
乳
衣
訓

校
教
育
保
健
、
福
祉
医
療
な
ど
の
医
療

行
政
を
充
実
し
て
い
く
う
え
で
欠
か
す

取
り
上
げ
ら
れ
る
一
方
、
不
安
ぷ
訴
え
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。救急車で運ばれる患者一救急出勤は毎年増加の一途にあります

▽
会
長

▽
副
会
長

▽
委
員

島
田
正
大
‐
宇
治
市
長

元
広
和
亨
Ｈ
宇
治
市
助
役
一

岸
出
英
夫
＝
ｔ
ｙ
ｒ
ｍ
健
所
長

回国

Ｈ

藤
井
一
男
―
宇
治
久
世
医
師
会
副

会
長

田
村
幸
男
Ｈ
宇
治
病
院
長

2
・
3
月
の

委
員
会
活
動
か
ら

市
議
会
の
ニ
・
三
月
の
委
員
ｍ

勣
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

Λ
建
殼
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
二
月
二
十
二
日
・
・
・
午
前
中
、
三
月

定
例
会
で
認
定
さ
れ
た
市
道
十
四

箇
所
と
罰
願
箇
所
で
あ
る
奥
広
野

の
興
人
団
地
を
視
祭
し
た
あ
と
午

後
か
ら
請
願
審
査
を
行
い
、
市
道

◇
電
気
税
・
ガ
ス
税
◇

㈲
障
害
者
、
老
年
者
、
寡
婦
、
勤
労
学

生
の
控
除
を
十
六
万
円
か
ら
十
八
万

円
に
、
ま
た
、
老
人
扶
養
控
除
と
配

偶
者
の
い
な
い
第
一
子
の
扶
養
控
除

お
よ
ぴ
特
別
障
害
者
控
除
を
十
九
万

円
か
ら
二
十
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
。

Ｈ
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
、
お

よ
ぴ
寡
婦
の
非
課
税
限
度
額
を
七
十

万
円
か
ら
八
十
万
円
に
引
き
上
げ
。

凶
一
均
等
割
の
非
課
税
限
度
額
を
十
五
万

円
か
ら
十
八
万
円
に
引
き
上
げ
。

叫
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
、
お

よ
ぴ
寡
婦
の
減
免
の
範
囲
を
八
十
万

円
か
ら
九
十
万
円
に
引
き
上
げ
。

暴
な
進
出
を
規
制
し
、
中
小
企
業

事
業
分
野
確
保
法
の
制
定
を
求
め

る
謂
願
を
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

○
二
月
二
十
八
日
・
：
市
か
ら
住
民
票

の
写
し
等
の
手
数
料
に
つ
い
て
府

下
九
市
と
の
均
衡
を
は
か
り
、
事

ｍ

．
の
高
騰
に
対
処
す
る
た
め

改
正
す
る
と
の
禦
審
受
け
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
、
中
小
企
業
事
茉

分
野
確
保
法
の
制
定
、
大
規
模
小

売
店
舗
法
の
改
正
及
ぴ
同
和
対
策

事
業
に
関
す
る
委
員
会
提
出
の
意

見
書
の
調
整
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
三
月
二
十
八
日
・
・
・
前
回
に
引
き
続

き
‐
委
員
会
提
出
の
意
見
書
三
件
の

調
整
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
市
か
ら

地
方
卸
売
市
場
・
京
都
南
部
総
合

◇
固
定
資
産
税
◇

食
品
セ
ン
タ
ー
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

Λ
文
教
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
二
月
十
八
日
・
・
・
市
か
ら
棋
局
町
で

建
設
の
意
向
が
出
さ
れ
て
い
る
レ

ス
チ
ル
に
つ
い
て
、
風
紀
上
の
問

題
が
出
た
場
合
の
行
政
指
導
等
に

関
し
て
説
明
が
あ
っ
た
あ
と
、
請

願
審
査
を
行
い
、
宇
治
中
学
校
の

・
施
設
・
設
備
の
改
善
、
充
実
に
関

す
る
請
願
ほ
か
一
件
を
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

（
）
二
月
二
十
八
日
・
・
・
午
前
中
、
宇
治

中
校
舎
等
、
市
内
の
老
朽
校
合
の

現
地
視
察
を
行
っ
た
あ
と
、
午
後

か
ら
請
願
審
査
が
行
わ
れ
、
通
園

・
通
学
路
に
関
す
る
請
願
を
採
択

◇
軽
自
動
車
税
◇

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

Ａ
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
二
月
十
七
日
＝
・
午
後
か
ら
、
請
願

審
査
が
行
わ
れ
、
私
立
幼
稚
園
振

興
助
成
に
関
す
る
請
願
ほ
か
一
件

を
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

Λ
公
害
対
策
特
別
委
員
会
Ｖ

Ｏ
二
月
十
六
日
・
・
・
午
後
か
ら
、
山
崎

製
パ
ン
、
フ
。
”
ｉ
。
ミ
サ
ラ
シ
の
両
工

場
の
公
害
防
止
設
備
を
現
地
視
察

し
た
あ
と
、
市
か
ら
、
宇
治
川
の

水
質
調
査
に
つ
い
て
の
報
告
管
つ

け
ま
し
た
。

491

会
長

飛
田
昇
＝
宇
治
久
世
歯
科
医
師

会
副
会
長

神
部
一
香
ｉ
城
南
薬
業
会
長

辻
益
三
＝
市
社
会
福
祉
協
議
会

長

市
税
条
例
が
一
部
改
正

基
礎
控
除
な
ど
引
き
上
げ

市
で
は
、
さ
る
四
月
二
十
八
日
に
開

か
れ
た
市
議
会
四
月
臨
時
会
に
、
市
民

税
の
課
税
最
低
限
の
引
き
上
げ
な
ど
を

内
容
と
し
た
市
税
条
例
の
一
部
改
正
案

を
提
案
。
慎
重
な
審
議
の
の
ら
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
市
税
条
例
の
改
正
は
、
さ
る
三

月
に
地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

と
も
な
う
も
の
で
、
主
な
改
正
点
は
次

の
と
お
り
で
す
。

ヽ
◇
市
民
税
◇

控
除
を
十
七
万
円
か
ら
十
九
万
円
に
一
回
法
人
市
民
税
の
均
等
劃
の
引
き
上
げ

引
き
上
げ
。
ほ
資
本
の
金
額
ま
た
は
出
資
金
額
が
Ｉ

議
会
だ
よ
り

Ａ
経
済
水
道
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
二
月
十
五
日
…
善
法
隣
保
館
等
同

和
対
策
関
係
施
設
三
箇
所
と
宇
治

浄
水
場
を
現
地
視
察
。
午
後
か
ら

請
願
審
査
を
行
い
、
大
企
業
の
横
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光
化
学
ス
モ
ッ
グ

常
時
監
視
体
制
に

先
月
二
十
三
日
、
城
陽
市
、
久
御
山

町
を
は
じ
め
と
す
る
用
山
城
地
域
に
早

く
も
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が
発
令

－
。
城
陽
市
で
は
、
中
学
生
が
目
や

ノ
ド
に
痛
み
を
訴
え
る
と
い
う
被
害
も

出
て
い
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
プ
グ
は
、
自
動
車
の
排

気
ガ
ス
な
ど
に
合
ま
れ
て
い
る
窒
素
酸

化
物
、
炭
化
水
累
、
亜
硫
酸
ガ
ス
が
太

陽
の
強
い
紫
外
線
を
受
け
て
化
学
変
化

を
お
こ
し
て
で
き
る
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
物

質
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

宇
治
市
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
は

じ
め
て
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て
以
来
、

毎
年
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
注
意
報
の
発
令
回
数
は

こ
こ
三
年
間
減
少
の
傾
向
に
あ
り
、
昨

年
は
三
回
の
発
令
で
し
た
。
し
か
し
、

気
象
条
件
に
よ
っ
て
は
発
令
が
増
加
す

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
京
都
府
と
宇
治
市
で
は
、

四
月
十
八
日
か
ら
常
時
監
視
体
制
に
入

た
れ
幕
な
ど
で

お
知
ら
せ

現
在
、
テ
レ
ビ
の
普
及
に
よ
り
、

こ
ど
も
の
読
書
時
間
が
減
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
ぐ
も
た
ら
が
読
書
の

習
慣
≪
に
つ
け
る
よ
う
な
環
境
を

告
知
板

え
も
の
で
す
。
自
分
の
健
康
状
態
や

年
齢
、
授
労
度
な
ぐ
易
え
て
行
動

し
ま
し
ょ
う
。

④
被
害
を
受
け
た
ら
、
宇
治
保
健
所
ま

た
は
市
役
所
環
境
保
全
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
被
害
の
調
査
お
よ
ぴ

対
策
に
あ
た
り
ま
す
。

⑤
な
お
、
黄
県
公
園
プ
ー
ル
や
西
宇
治

公
園
プ
ー
ル
で
は
、
警
報
が
発
令
さ

れ
た
り
、
被
害
患
者
が
た
く
さ
ん
出

れ
ば
、
一
時
閉
鎖
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

母
子
家
庭
奨
学
金

今
月
中
に
申
請
を

母
子
家
庭
奨
学
金
の
申
謂
は
お
済

み
で
す
か
。

こ
の
奨
学
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま

で
の
母
子
家
庭
児
で
、
交
通
遺
児
奨

学
金
な
ど
他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い

る
人
は
除
か
れ
ま
す
。

中
学
生
2
万
4
千
円
、
高
校
生
3
万

6
千
円
で
す
。

申
請
さ
れ
る
方
は
福
祉
事
務
所
福

祉
課
に
あ
る
申
請
用
紙
に
記
入
し
、

５
月
末
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
6
月
1
日
以
降
に
提
出
さ
れ
ま

す
と
提
出
し
た
翌
月
か
ら
の
月
割
で

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

早
い
め
に
申
請
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
昨
年
度
に
奨
学
金
を
受
け

て
お
ら
れ
る
方
も
再
度
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

（
福
祉
課
）

■
宇
治
川
写
生
大
会

宇
治
市
で
は
幼
児
、
小
学
生
、
中

学
生
を
対
象
と
し
て
、
5
月
3
1
日
ま

で
に
新
緑
の
宇
治
や
宇
治
川
ラ
イ
ン

」
帯
で
写
生
さ
れ
た
絵
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

画
用
紙
の
大
き
さ
は
四
ツ
切
で
、

ク
レ
バ
ス
、
水
彩
な
ど
で
描
い
て
く

だ
さ
い
（
油
絵
は
除
く
）
。
応
募
さ

れ
る
万
は
、
作
品
の
う
ら
に
府
県
、

学
校
名
、
学
年
、
氏
名
を
記
入
し
て

6
月
6
日
ま
で
に
、
市
役
所
商
工
観

光
係
ま
で
。（

経
済
茶
菓
観
光
課
）

技
能
を
み
が
こ
う

奨
学
金
の
額
（
年
額
）
は
乳
幼
児
■
職
業
訓
練
指
導
員

が
6
千
円
、
小
学
生
1
万
2
千
円
、

つ
く
る
た
め
、
川
東
公
民
館
に
桐
内

子
供
文
庫
が
発
足
。

。
さ
る
四
月
二
十
四
日
の
開
館
式
で

は
、
映
画
や
紙
芝
居
、
奇
術
な
ど
の

悲
し
も
の
を
み
ん
な
で
楽
し
ん
だ
馮

免
許
講
習
会

職
業
訓
練
指
導
員
免
許
は
、
職
業

訓
練
校
で
実
技
や
学
科
を
教
え
る
場

合
に
必
要
で
す
が
、
今
日
で
は
、
指

導
・
監
督
的
立
場
に
あ
る
人
も
こ
の

免
許
を
持
つ
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

免
許
は
、
あ
る
一
定
の
職
種
に
1
5

年
以
上
実
務
さ
れ
て
い
る
万
や
一
級

技
能
検
定
合
格
者
が
、
講
習
（
6
日

間
）
を
受
け
て
全
科
目
を
修
了
す
れ

ば
、
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。
受
講

ｆ
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
5
月
3
1
日
ま

と
、
こ
ど
も
た
ち
は
思
い
思
い
に
本

を
読
み
は
じ
め
ま
し
た
。

こ
の
文
庫
の
本
は
約
三
百
冊
で
、

す
べ
て
各
家
庭
か
ら
の
寄
付
に
よ
る

も
の
で
す
。

運
営
に
は
桐
内
子
供
会
の
人
た
ら

が
あ
た
り
、
毎
週
土
曜
日
の
午
後
二

時
か
ら
四
時
ま
で
図
書
の
貸
し
出
し

を
し
て
い
ま
す
。

桐
内
こ
ど
も
文
庫
誕
生

で
に
京
都
府
労
政
訓
練
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
技
能
検
定

京
都
府
技
能
検
定
協
会
で
は
、
造

園
師
や
樹
械
工
、
板
金
工
、
左
官
な

ど
2
4
職
観
の
技
能
検
定
の
受
険
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

技
能
検
定
は
、
み
な
さ
ん
が
身
に

つ
け
た
技
能
を
一
定
の
基
準
に
よ
っ

て
検
定
し
、
こ
れ
を
公
証
す
る
国
家

検
定
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
5
月
1
3

質
問
市
役
所
前
の
パ
ス
停
留

所
は
、
新
し
い
道
路
の
開
通
に
伴
っ

て
変
更
さ
れ
、
市
役
所
か
ら
還
く
な

り
ま
し
た
。
年
寄
り
の
私
に
と
っ
て

歩
く
の
が
大
変
で
す
の
で
、
以
前
の

と
こ
ろ
に
諦
し
て

質
間
と

◇

答
え
市
役
所
前
の
バ
ス
停
留

所
は
、
以
前
、
府
這
宇
治
淀
線
の
信

号
機
の
す
ぐ
西
側
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
府
這
の
交
通
が
停
滞
し

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
し
い
パ
ス

停
は
、
宇
治
橋
方
面
行
き
が
東
へ
約

八
十
μ
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ

け
で
す
。

今
後
は
、
歩
道
の
段
差
切
り
下
げ

や
点
字
ブ
ロ
ヅ
ク

な
ぜ
遠
く
な
っ
た
の
…
…

市
役
所
前
バ
ス
停

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昨
年
三
月
に
都
市
計
画

漠
學
治
橋
若
森
線
が
全
面
開
通
。

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
周
辺
地
域
の
円

滑
な
交
通
の
流
れ
を
確
保
す
る
た
め

パ
ス
停
留
所
を
移
設
す
る
こ
と
に
な

日
ま
で
に
、
京
都
府
技
能
検
定
協
会

（
府
庁
内
電
話
京
都
叫
4
7
6
8
■
ご
協
力
く
だ
さ
い

番
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

－
交
通
災
害
共
済
の

学
校
受
付
け
中
止

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
・
保
育
所

に
通
っ
て
い
て
、
宇
治
市
交
通
災
害

共
済
に
加
入
す
る
場
合
、
昨
年
ま
で

は
、
学
校
で
一
括
し
て
受
け
付
け
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
学
校

受
け
付
け
を
中
止
し
ま
し
た
。

昨
年
、
学
校
を
通
じ
て
交
溥
共
済

の
加
入
を
申
し
込
ま
れ
た
児
童
や
生

徒
に
は
昨
年
9
月
に
「
移
行
通
知
書

」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

て
も
と
の
「
会
員
証
泄
領
収
書
」
の

共
済
期
間
を
確
か
め
、
期
間
の
切
れ

る
5
月
1
4
日
ま
で
に
手
続
を
と
っ
て

く
だ
さ
い
。

（
交
通
労
政
課
）

煙
の
で
る
殺
虫
剤

使
う
前
に
届
け
出
を

夏
を
ひ
か
え
て
害
虫
が
発
生
す
る

季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
家
を
閉
め
切
っ
て
煙

で
害
虫
を
殺
す
殺
虫
剤
を
使
う
こ
と

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
つ
い
先
日
も
こ
の
よ

う
な
殺
虫
剤
か
ら
で
る
煙
を
近
所
の

人
が
火
災
と
み
ま
ち
が
え
、
消
防
署

へ
通
報
。
消
防
車
が
出
動
す
る
と
、

実
は
殺
虫
剤
の
煙
た
っ
た
と
い
う
こ

と
も
お
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
本
当
の
火
災
が

発
生
し
ま
す
と
、
現
場
へ
の
到
着
が

遅
れ
て
被
害
を
大
き
く
し
ま
す
。

煙
の
で
る
殺
虫
剤
を
使
用
す
る
場

合
は
、
必
ず
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し

よ
う
。

○
使
用
前
に
は
消
防
署
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

Ｏ
近
所
の
人
に
も
連
絡
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

○
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
不
燃
性
の

容
器
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

（
消
防
本
部
）

全
国
物
価
統
計
調
査

昭
和
5
2
年
全
国
物
価
統
計
調
査
が

6
月
2
5
日
か
ら
2
7
日
に
か
け
て
実
施

さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
私
た
ち
の
生
活
に

と
っ
て
必
要
な
商
品
の
価
格
な
ど
を

正
確
に
つ
か
む
こ
と
を
目
的
と
し
、

今
後
の
国
の
経
済
運
営
に
つ
い
て
の

基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
よ
ろ
し

く
ご
協
力
ぐ
だ
さ
い
。

（
企
画
調
整
室
）

－
視
聴
党
教
材

無
料
で
貸
し
出
し

公
民
館
で
は
、
地
ｍ
職
場
な
ど

で
の
学
習
会
や
子
ど
も
会
活
動
を
よ

り
活
発
な
も
の
に
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
視
ｓ
覚
教
材
を
無
料
で
お
賃

し
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
川

く
だ
さ
い
。

賃
し
出
す
器
材
は
、
1
6
ミ
リ
映
写

機
（
公
民
館
発
行
の
操
作
免
許
証
が

必
要
）
、
8
ミ
ジ
の
撮
影
機
お
よ
び

映
写
機
、
幻
灯
機
、
布
製
ス
ク
リ
ー

ン
（
標
準
と
ジ
ネ
ス
＝
用
）
、
デ
ー

ラ
イ
ト
ス
ク
ジ
ー
ン
、
ワ
イ
ド
レ
ン

ズ
な
ど
で
す
。

1
6
ミ
ジ
フ
″
ル
ム
に
は
「
人
ケ
瀬

ダ
ム
」
カ
ラ
ー
4
0
分
、
「
部
落
ｍ
ぶ

③
」
白
黒
各
6
0
分
、
「
武
器
な
き
闘

い
」
白
黒
ｍ
分
が
あ
り
、
ス
ラ
イ
ド

に
は
童
話
や
劇
な
ど
が
あ
り
ま
す
・
。

ご
希
望
の
方
は
、
宇
治
市
公
民
館

＝
宇
治
市
宇
治
琵
琶
3
3
ま
で
お
申
し

の
敷
設
、
信
号
檄

の
工
夫
、
横
断
歩

道
の
適
正
な
配
置

な
ど
を
一
層
す
す

め
、
歩
行
障
害
者
な
ど
の
便
宜
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
兄
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
答

た
ば
こ
は
宇

治
市
内
で
買

い
ま
し
ょ
う

（
公
民
館
）

■
柔
遭
大
会
’

宇
治
柔
道
連
盟
で
は
第
2
回
宇
治

柔
道
大
会
を
、
5
月
2
9
（
日
）
の
午

1
前
1
0
時
か
ら
東
宇
治
中
学
校
体
育
館

で
開
き
ま
す
。

試
合
は
、
個
人
戦
が
小
学
生
・
中

学
生
・
段
外
・
初
段
・
二
段
・
三
段

以
上
の
各
部
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
団
体
戦
は
Ｉ
チ
ー
ム
（
監
督

一
名
、
選
手
五
名
、
補
欠
一
名
）
の

段
数
合
計
が
七
段
以
内
、
段
外
者
は

初
段
と
み
な
さ
れ
て
行
わ
れ
ま
す
。

■
柔
道
教
室

ま
た
、
宇
治
柔
道
連
盟
で
は
、
二

つ
の
柔
道
教
室
を
開
き
、
練
習
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
宇
冶
警
察
署
の
柔
道
教
室
・
：
練
習

日
は
毎
週
土
曜
日
の
午
後
3
時
か

ら
5
時
ま
で
。
入
会
命
一
2
千
円
、

月
会
費
1
千
円
。

▽
日
産
車
体
体
育
館
の
柔
辺
教
室
・
・
・

練
習
日
は
毎
週
月
、
水
、
金
曜
日

の
午
後
6
時
か
ら
8
時
ま
で
。
入

会
金
は
2
千
円
、
月
会
費
2
千
円

◇
◇

大
会
参
加
の
申
し
込
み
は
、
蒲
田

正
義
さ
ん
‥
Ｈ
宇
治
戸
ノ
内
8
2
－
5
電

話
仙
2
0
3
9
番
へ
、
ま
た
、
教
室

の
申
し
込
み
は
蒲
田
さ
ん
か
各
教
室

へ
。
（
社
会
教
育
課
）

萌えるグリーン、今あなたの季節＾；

忘れかけていた自然との出会い

Ｗ”

伊藤久の店内は新茶の香りでいっぱいです

く新茶無ｍｍ待……あなたぱ飲んでもらいたいのです
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百番街

新茶で、ちょっと早めのお中元になさいませんか

なんといっても奇のもの、きっ｀と喜ばれます
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りものの
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